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(57)【要約】
【課題】化粧効果持続性に優れたメイクアップ化粧料の提供
【解決手段】以下の成分（Ａ）～（Ｃ）を含有するメイクアップ化粧料。
　（Ａ）架橋型ポリエーテル変性シリコーン及び架橋型ポリグリセリル変性シリコーンか
ら選ばれる１種以上
　（Ｂ）ポリエーテル変性シリコーン及びポリグリセリン変性シリコーンから選ばれる１
種以上
　（Ｃ）水：０．１～１０質量％
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下の成分（Ａ）～（Ｃ）を含有するメイクアップ化粧料。
　（Ａ）架橋型ポリエーテル変性シリコーン及び架橋型ポリグリセリル変性シリコーンか
ら選ばれる１種以上
　（Ｂ）ポリエーテル変性シリコーン及びポリグリセリン変性シリコーンから選ばれる１
種以上
　（Ｃ）水：０．１～１０質量％
【請求項２】
　ポリエーテル変性シリコーンが、フッ素ポリエーテル共変性シリコーンである請求項１
に記載のメイクアップ化粧料。
【請求項３】
　成分（Ａ）の含有量が、１～３０質量％である請求項１又は２に記載のメイクアップ化
粧料。
【請求項４】
　成分（Ｂ）の含有量が、１～５０質量％である請求項１～３のいずれか１項に記載のメ
イクアップ化粧料。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、メイクアップ化粧料に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、メイクアップ化粧料の化粧効果の持続性を高めるために種々の検討が行われてい
る。その中でも、揮発性シリコーンや揮発性炭化水素油等の揮発性油とシリコーン系樹脂
等の樹脂との併用は、揮発油の揮発後に形成される樹脂皮膜によって化粧効果を持続させ
るものとして幅広く採用されている。
　しかしながら、上記揮発性油と樹脂を口唇化粧料に併用した場合、揮発性油の揮発によ
る唇の乾燥感や樹脂皮膜による唇の違和感だけでなく、化粧塗膜のツヤの消失を避けるこ
とが困難で、結果として総合的に満足できる品質を得ることはできていない。
【０００３】
　そのため、アルキルグリセリルエーテル変性シリコーンやフッ素・ポリエーテル共変性
シリコーンを利用することによって、上記欠点を避けつつ化粧効果の持続性を向上させる
メイクアップ化粧料が提案されている（特許文献１及び２）。
　しかしながら、上記アルキルグリセリルエーテル変性シリコーンやフッ素・ポリエーテ
ル共変性シリコーンは、メイクアップ化粧料に汎用される他の炭化水素油やエステル油、
ワックス、脂肪酸デキストリン等の油性ゲル化剤との相性が悪いため、化粧料中に安定に
配合できる量が限られており、結果として持続性に関しては未だに満足できるレベルには
達していなかった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第３４７７２２２号公報
【特許文献２】特許第４１８３６６５号公報
【特許文献３】特許第２５６１８５７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　一方、感触調整を目的として、架橋型シリコーンとシリコーン油からなるシリコーンゲ
ルがメイクアップ化粧料に配合されてきたが（特許文献３）、ポリエーテル基やグリセリ
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ル基を構造内に持つ変性シリコーンオイルと併用したときの効果については全く知られて
いなかった。
【０００６】
　したがって、本発明は、化粧効果持続性に優れたメイクアップ化粧料に関する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　そこで、本発明者は、特定量の水とともに、架橋型ポリエーテル変性シリコーン及び架
橋型ポリグリセリル変性シリコーンから選ばれる１種以上と、ポリエーテル変性シリコー
ン及びポリグリセリン変性シリコーンから選ばれる１種以上とを併用することによって、
化粧効果持続性に優れたメイクアップ化粧料が得られることを見出し、本発明を完成した
。
【０００８】
　すなわち、本発明は、以下の成分（Ａ）～（Ｃ）を含有するメイクアップ化粧料を提供
するものである。
　（Ａ）架橋型ポリエーテル変性シリコーン及び架橋型ポリグリセリル変性シリコーンか
ら選ばれる１種以上
　（Ｂ）ポリエーテル変性シリコーン及びポリグリセリン変性シリコーンから選ばれる１
種以上
　（Ｃ）水：０．１～１０質量％
【発明の効果】
【０００９】
　本発明のメイクアップ化粧料は、化粧効果持続性、経時安定性及び塗布後のツヤに優れ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本発明のメイクアップ化粧料は成分（Ａ）～（Ｃ）を含有するものである。
【００１１】
　＜成分（Ａ）＞
　本発明の成分（Ａ）は、架橋型ポリエーテル変性シリコーン及び架橋型ポリグリセリル
変性シリコーンから選ばれる１種以上である。
　本発明において、架橋型ポリエーテル変性シリコーンとは、２価のポリオキシアルキレ
ン基で架橋されたシリコーンをいい、架橋型ポリグリセリル変性シリコーンとは、２価の
ポリグリセリル基で架橋されたシリコーンをいう。
　上記２価のポリオキシアルキレン基としては、ポリオキシＣ2～8アルキレン基が好まし
く、ポリオキシＣ2～4アルキレン基がより好ましい。具体的には、ポリオキシエチレン基
、ポリオキシプロピレン基、ポリオキシブチレン基等が挙げられる。
【００１２】
　また、上記架橋型ポリエーテル変性シリコーン及び架橋型ポリグリセリル変性シリコー
ンとしては、シリコーン鎖が下記式（１）で表される残基（分岐鎖）を有するものが好ま
しい。
【００１３】
【化１】

【００１４】
〔式（１）中、Ｒ1～Ｒ3は、それぞれ独立して、水素原子又は炭素数１～３のアルキル基
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を示す。〕
　上記Ｒ1～Ｒ3としては炭素数１～３のアルキル基が好ましい。該アルキル基は直鎖状で
も分岐鎖状でもよい。好適な具体例としては、メチル基、エチル基等が挙げられる。
【００１５】
　また、上記架橋型ポリエーテル変性シリコーン及び架橋型ポリグリセリル変性シリコー
ンとしては、アルキル基で共変性されたものが好ましい。
　また、上記アルキル基は直鎖状でも分岐鎖状でもよい。該アルキル基の炭素数は、好ま
しくは８～２０であり、より好ましくは１０～１６、更に好ましくは１０～１４である。
具体的には、カプリル基、ラウリル基、ミリスチル基等が挙げられる。
【００１６】
　上記架橋型ポリエーテル変性シリコーンの具体例としては、（ＰＥＧ－１５／ラウリル
ポリジメチルシロキシエチルジメチコン）クロスポリマー、（ジメチコン／（ＰＥＧ－１
０／１５））クロスポリマー、（ＰＥＧ－１５／ラウリルジメチコン）クロスポリマー、
（ＰＥＧ－１０／ラウリルジメチコン）クロスポリマー等が挙げられる。
　また、架橋型ポリグリセリル変性シリコーンの具体例としては、（ポリグリセリル－３
／ラウリルポリジメチルシロキシエチルジメチコン）クロスポリマー、（ジメチコン／ポ
リグリセリン－３）クロスポリマー、（ラウリルジメチコン／ポリグリセリン－３）クロ
スポリマー等が挙げられる。
　これら成分（Ａ）の具体例の中でも、（ＰＥＧ－１５／ラウリルポリジメチルシロキシ
エチルジメチコン）クロスポリマー、（ポリグリセリル－３／ラウリルポリジメチルシロ
キシエチルジメチコン）クロスポリマーが好ましい。
【００１７】
　また、成分（Ａ）の架橋型ポリエーテル変性シリコーン及び架橋型ポリグリセリル変性
シリコーンは、炭化水素油、シリコーン油、エステル油等の油剤でゲル状にされたものが
市販されており、例えば、ＫＳＧ－３２０Ｚ、ＫＳＧ－８２０Ｚ、ＫＳＧ－３２０、ＫＳ
Ｇ－８２０、ＫＳＧ－２１０、ＫＳＧ－２４０、ＫＳＧ－３１０、ＫＳＧ－３３０、ＫＳ
Ｇ－３４０、ＫＳＧ－７１０、ＫＳＧ－８１０、ＫＳＧ－８３０、ＫＳＧ－８４０等（以
上、いずれも信越化学工業社製）が挙げられる。
【００１８】
　成分（Ａ）の含有量は、化粧効果持続性、経時安定性及び塗布後のツヤの観点から、本
発明のメイクアップ化粧料中、好ましくは１質量％以上、より好ましくは３質量％以上、
更に好ましくは５質量％以上、更に好ましくは１０質量％以上であり、また、好ましくは
３０質量％以下、より好ましくは２８質量％以下、更に好ましくは２５質量％以下、更に
好ましくは２０質量％以下である。具体的には、１～３０質量％が好ましく、３～２８質
量％がより好ましく、５～２５質量％が更に好ましく、１０～２０質量％が更に好ましい
。
【００１９】
　＜成分（Ｂ）＞
　本発明の成分（Ｂ）は、ポリエーテル変性シリコーン及びポリグリセリン変性シリコー
ンから選ばれる１種以上である。
　本発明において、ポリエーテル変性シリコーンとは、１価のポリオキシアルキル基を構
造内に有するシリコーンをいい、ポリグリセリン変性シリコーンとは、１価のポリグリセ
リル基を構造内に有するシリコーンをいう。したがって、成分（Ｂ）には、成分（Ａ）は
含まれない。
【００２０】
　上記１価のポリオキシアルキル基としては、ポリオキシＣ2～8アルキル基が好ましく、
ポリオキシＣ2～4アルキル基がより好ましい。具体的には、ポリオキシエチル基、ポリオ
キシプロピル基、ポリオキシブチル基等が挙げられる。
【００２１】
　また、上記ポリエーテル変性シリコーンとしては、化粧効果持続性の観点から、ハロゲ
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ン原子を有するアルキル基で共変性されたものが好ましい。アルキル基１個に置換してい
るハロゲン原子の位置及び個数は任意であるが、好ましくは２～３個であり、より好まし
くは３個である。
　上記ハロゲン原子としては、フッ素原子、塩素原子等が挙げられるが、フッ素原子が好
ましい。したがって、ポリエーテル変性シリコーンとしては、フッ素ポリエーテル共変性
シリコーンが好ましい。本発明において、フッ素ポリエーテル共変性シリコーンとは、フ
ッ素原子を置換基として有するアルキル基と１価のポリオキシアルキル基とを構造内に有
するシリコーンをいう。
【００２２】
　また、上記ポリグリセリン変性シリコーンとしては、シリコーン鎖が下記式（２）で表
される残基（分岐鎖）を有するものが好ましい。
【００２３】
【化２】

【００２４】
〔式（２）中、Ｒ4～Ｒ6は、それぞれ独立して、水素原子又は炭素数１～３のアルキル基
を示す。〕
【００２５】
　上記Ｒ4～Ｒ6としては水素原子が好ましい。なお、Ｒ4～Ｒ6で示される炭素数１～３の
アルキル基はＲ1～Ｒ3で示されるものと同様である。
【００２６】
　上記ポリエーテル変性シリコーンの具体例としては、ＰＥＧ－１２ジメチコン、ＰＥＧ
－８トリフルオロプロピルジメチコンコポリマー等が挙げられる。
　上記ポリグリセリン変性シリコーンの具体例としては、ポリグリセリル－３ジシロキサ
ンジメチコン、グリセリルウンデシルジメチコン、ビスＣ16-18アルキルグリセリルウン
デシルジメチコン等が挙げられる。
　これら成分（Ｂ）の具体例の中でも、ＰＥＧ－８トリフルオロプロピルジメチコンコポ
リマー、ポリグリセリル－３ジシロキサンジメチコンが好ましい。
【００２７】
　成分（Ｂ）の市販品として、例えば、ＫＦ－６１００、ＦＰＤ－６１３１（信越化学工
業社製）、ＳＨ３７７５Ｍ（東レ・ダウコーニング社製）等が挙げられる。
【００２８】
　成分（Ｂ）の含有量は、化粧効果持続性及び化粧料ののび等の使用感の観点から、本発
明のメイクアップ化粧料中、好ましくは１質量％以上、より好ましくは３質量％以上、更
に好ましくは５質量％以上であり、また、好ましくは５０質量％以下、より好ましくは４
０質量％以下、更に好ましくは３０質量％以下、更に好ましくは２５質量％以下である。
具体的には、１～５０質量％が好ましく、３～４０質量％がより好ましく、５～３０質量
％が更に好ましく、５～２５質量％が更に好ましい。
【００２９】
　また、成分（Ａ）と成分（Ｂ）との含有質量比〔（Ａ）／（Ｂ）〕は、好ましくは０．
０１以上、より好ましくは０．０５以上、更に好ましくは０．１以上であり、また、好ま
しくは１０以下、より好ましくは５以下、更に好ましくは３．５以下である。具体的には
、０．０１～１０が好ましく、０．０５～５がより好ましく、０．１～３．５が更に好ま
しい。
【００３０】
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　＜成分（Ｃ）＞
　成分（Ｃ）の水の含有量は、本発明のメイクアップ化粧料中、０．１～１０質量％であ
る。該含有量は、化粧効果持続性及び潤い付与等の観点から、好ましくは０．３質量％以
上、より好ましくは０．５質量％以上、更に好ましくは１質量％以上であり、また、好ま
しくは８質量％以下、より好ましくは６質量％以下である。具体的には、０．３～８質量
％が好ましく、０．５～６質量％がより好ましく、１～６質量％が更に好ましい。
【００３１】
　＜成分（Ｄ）＞
　本発明のメイクアップ化粧料としては、更に成分（Ｄ）炭化水素油、シリコーン油、エ
ステル油及び高級アルコールから選ばれる１種以上の２５℃で液状の油剤を含むものが好
ましい。該２５℃で液状の油剤としては、炭化水素油、エステル油が好ましい。
【００３２】
　また、炭化水素油としては、イソドデカン、スクワラン、水添ポリイソブテン、水添ポ
リブテン等が挙げられる。
　シリコーン油としては、デカメチルシクロペンタシロキサン、ドデカメチルシクロヘキ
サシロキサン、ジメチルポリシロキサン、フェニルトリメチコン、ジフェニルシロキシフ
ェニルトリメチコン、ジフェニルジメチコン等が挙げられる。
　エステル油としては、トリ２－エチルヘキサン酸グリセリル、トリ（カプリル・カプリ
ン）酸グリセリル、ラウロイルグルタミン酸ジ（フィトステリル／オクチルドデシル）、
ヒドロキシステアリン酸オクチル、イソノナン酸イソトリデシル、（多分岐イソステアリ
ン酸型）テトライソステアリン酸ジペンタエリスリチル等が挙げられる。
　高級アルコールとしては、オクチルドデカノール、デシルテトラデカノール等が挙げら
れる。
【００３３】
　成分（Ｄ）の含有量は、使用感の観点から、好ましくは２０質量％以上、より好ましく
は３０質量％以上、更に好ましくは４０質量％以上、更に好ましくは５０質量％以上であ
り、また、好ましくは９０質量％以下、より好ましくは８０質量％以下、更に好ましくは
７０質量％以下、更に好ましくは６５質量％以下である。具体的には、２０～９０質量％
が好ましく、３０～８０質量％がより好ましく、４０～７０質量％が更に好ましく、５０
～６５質量％が更に好ましい。
【００３４】
　また、本発明のメイクアップ化粧料が成分（Ｄ）を含む場合、成分（Ａ）と成分（Ｄ）
との含有質量比〔（Ａ）／（Ｄ）〕は、経時安定性の観点から、好ましくは０．０１以上
、より好ましくは０．０５以上、更に好ましくは０．１以上であり、また、好ましくは５
以下、より好ましくは１以下、更に好ましくは０．７５以下である。具体的には、０．０
１～５が好ましく、０．０５～１がより好ましく、０．１～０．７５が更に好ましい。
【００３５】
　また、本発明のメイクアップ化粧料が成分（Ｄ）を含む場合、成分（Ｂ）と成分（Ｄ）
との含有質量比〔（Ｂ）／（Ｄ）〕は、化粧効果持続性の観点から、好ましくは０．０１
以上、より好ましくは０．０３以上、更に好ましくは０．０５以上であり、また、好まし
くは５以下、より好ましくは３以下、更に好ましくは１以下であり、更に好ましくは０．
７５以下である。具体的には、０．０１～５が好ましく、０．０３～３がより好ましく、
０．０５～１が更に好ましく、０．０５～０．７５が更に好ましい。
【００３６】
　また、本発明のメイクアップ化粧料には、目的に応じて、上記成分（Ａ）～（Ｄ）以外
のメイクアップ化粧料に通常使用される成分を配合してもよい。
【００３７】
　該他の成分としては、ワセリン、オレイン酸フィトステリル、ダイマージリノール酸水
添ヒマシ油、テトラ（ベヘン酸／安息香酸／エチルヘキサン酸）ペンタエリスリチル、ダ
イマージリノール酸（フィトステリル／イソステアリル／セチル／ステアリル／ベヘニル
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）、ラウロイルグルタミン酸ジ（フィトステリル／オクチル／ベヘニル）等のペースト油
；パラフィン、セレシン、ポリエチレン、エチレンプロピレンコポリマー、キャンデリラ
ロウ、カルナウバロウ、マイクロクリスタリンワックス等の固形油性成分；パルミチン酸
デキストリン、ミリスチン酸デキストリン、（パルミチン酸／オクタン酸）デキストリン
、ポリアミド樹脂、アミノ酸系ゲル化剤、ステアリン酸イヌリン、１２－ヒドロキシステ
アリン酸等の油性ゲル化剤；（スチレン／ブタジエン）コポリマー、（スチレン／イソプ
レン）コポリマー、（エチレン／プロピレン／スチレン）コポリマー、（ブチレン／エチ
レン／スチレン）コポリマー等の増粘剤；寒天、ローカストビーンガム、キサンタンガム
、グルコマンナン、セルロース誘導体等の水性増粘剤；酸化チタン、酸化鉄等の無機着色
顔料；赤色２０２号、黄色４号等の有機色素及びそのレーキ化物；雲母チタン、ベンガラ
被覆雲母チタン、酸化チタン被覆ガラスフレーク等の光輝性着色顔料；マイカ、ナイロン
パウダー、窒化ホウ素、ポリテトラフルオロエチレン、ポリウレアパウダー、架橋型シリ
コーン末等の粉体成分；防腐剤；香料；植物抽出物；抗酸化剤等が挙げられる。
【００３８】
　本発明のメイクアップ化粧料の用途は特に限定されないが、例えば、口唇化粧料、目元
用化粧料、皮膚化粧料が挙げられる。
　口唇化粧料としては、スティック状の口紅、液状口紅、リップグロス、リップライナー
等が挙げられる。
　目元用化粧料としては、アイシャドウ、マスカラ、アイブロウ、アイライナー等が挙げ
られる。
　皮膚化粧料としては、チーク、リキッドファンデーション等が挙げられる。
　これらの中でも、本発明のメイクアップ化粧料は塗布後のツヤに優れるため、口唇化粧
料として特に有用である。
【００３９】
　また、本発明のメイクアップ化粧料は、チューブ、ジャー、ディスペンサー等の他、筒
状容器に充填し筆やチップで使用する等、任意の形態で使用することができる。
　また、本発明のメイクアップ化粧料は常法に従い製造可能である。例えば、溶解、分散
、混合等通常の製法に従って半製品を製造した後、必要に応じて充填等を行えばよい。
【００４０】
　上述した実施形態に関し、本発明は更に以下のメイクアップ化粧料を開示する。
【００４１】
　＜１＞以下の成分（Ａ）～（Ｃ）を含有するメイクアップ化粧料。
　（Ａ）架橋型ポリエーテル変性シリコーン及び架橋型ポリグリセリル変性シリコーンか
ら選ばれる１種以上
　（Ｂ）ポリエーテル変性シリコーン及びポリグリセリン変性シリコーンから選ばれる１
種以上
　（Ｃ）水：０．１～１０質量％
【００４２】
　＜２＞成分（Ａ）の架橋型ポリエーテル変性シリコーンが有する２価のポリオキシアル
キレン基が、好ましくはポリオキシＣ2～8アルキレン基であり、より好ましくはポリオキ
シＣ2～4アルキレン基である＜１＞のメイクアップ化粧料。
　＜３＞成分（Ａ）のシリコーン鎖が、好ましくは上記式（１）で表される残基を有する
ものである＜１＞又は＜２＞のメイクアップ化粧料。
　＜４＞成分（Ａ）が、アルキル基で共変性されたものである＜１＞～＜３＞のいずれか
のメイクアップ化粧料。
　＜５＞アルキル基の炭素数が、好ましくは８～２０であり、より好ましくは１０～１６
、更に好ましくは１０～１４である＜４＞のメイクアップ化粧料。
　＜６＞成分（Ａ）の架橋型ポリエーテル変性シリコーンが、（ＰＥＧ－１５／ラウリル
ポリジメチルシロキシエチルジメチコン）クロスポリマー、（ジメチコン／（ＰＥＧ－１
０／１５））クロスポリマー、（ＰＥＧ－１５／ラウリルジメチコン）クロスポリマー、
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及び（ＰＥＧ－１０／ラウリルジメチコン）クロスポリマーから選ばれる１種以上である
＜１＞～＜５＞のいずれかのメイクアップ化粧料。
　＜７＞成分（Ａ）の架橋型ポリグリセリル変性シリコーンが、（ポリグリセリル－３／
ラウリルポリジメチルシロキシエチルジメチコン）クロスポリマー、（ジメチコン／ポリ
グリセリン－３）クロスポリマー、及び（ラウリルジメチコン／ポリグリセリン－３）ク
ロスポリマーから選ばれる１種以上である＜１＞～＜６＞のいずれかのメイクアップ化粧
料。
　＜８＞成分（Ａ）の含有量が、好ましくは１質量％以上、より好ましくは３質量％以上
、更に好ましくは５質量％以上、更に好ましくは１０質量％以上であり、また、好ましく
は３０質量％以下、より好ましくは２８質量％以下、更に好ましくは２５質量％以下、更
に好ましくは２０質量％以下である＜１＞～＜７＞のいずれかのメイクアップ化粧料。
　＜９＞成分（Ａ）の含有量が、好ましくは１～３０質量％、より好ましくは３～２８質
量％、更に好ましくは５～２５質量、更に好ましくは１０～２０質量％である＜１＞～＜
８＞のいずれかのメイクアップ化粧料。
　＜１０＞成分（Ｂ）のポリエーテル変性シリコーンが有する１価のポリオキシアルキル
基が、好ましくはポリオキシＣ2～8アルキル基、より好ましくはポリオキシＣ2～4アルキ
ル基である＜１＞～＜９＞のいずれかのメイクアップ化粧料。
　＜１１＞成分（Ｂ）のポリエーテル変性シリコーンが、ハロゲン原子を有するアルキル
基で共変性されたものである＜１＞～＜１０＞のいずれかのメイクアップ化粧料。
　＜１２＞成分（Ｂ）のポリエーテル変性シリコーンが、フッ素ポリエーテル共変性シリ
コーンである＜１＞～＜１１＞のいずれかのメイクアップ化粧料。
　＜１３＞成分（Ｂ）のポリグリセリン変性シリコーンが有するシリコーン鎖が、上記式
（２）で表される残基を有するものである＜１＞～＜１２＞のいずれかのメイクアップ化
粧料。
　＜１４＞成分（Ｂ）の含有量が、好ましくは１質量％以上、より好ましくは３質量％以
上、更に好ましくは５質量％以上であり、また、好ましくは５０質量％以下、より好まし
くは４０質量％以下、更に好ましくは３０質量％以下、更に好ましくは２５質量％以下で
ある＜１＞～＜１３＞のいずれかのメイクアップ化粧料。
　＜１５＞成分（Ｂ）の含有量が、好ましくは１～５０質量％、より好ましくは３～４０
質量％、更に好ましくは５～３０質量％、更に好ましくは５～２５質量％である＜１＞～
＜１４＞のいずれかのメイクアップ化粧料。
　＜１６＞成分（Ａ）と成分（Ｂ）との含有質量比〔（Ａ）／（Ｂ）〕が、好ましくは０
．０１以上、より好ましくは０．０５以上、更に好ましくは０．１以上であり、また、好
ましくは１０以下、より好ましくは５以下、更に好ましくは３．５以下である＜１＞～＜
１５＞のいずれかのメイクアップ化粧料。
　＜１７＞成分（Ａ）と成分（Ｂ）との含有質量比〔（Ａ）／（Ｂ）〕が、好ましくは０
．０１～１０、より好ましくは０．０５～５、更に好ましくは０．１～３．５である＜１
＞～＜１６＞のいずれかのメイクアップ化粧料。
　＜１８＞成分（Ｃ）の含有量が、好ましくは０．３質量％以上、より好ましくは０．５
質量％以上、更に好ましくは１質量％以上であり、また、好ましくは８質量％以下、より
好ましくは６質量％以下である＜１＞～＜１７＞のいずれかのメイクアップ化粧料。
　＜１９＞成分（Ｃ）の含有量が、好ましくは０．３～８質量％、より好ましくは０．５
～６質量％、更に好ましくは１～６質量％である＜１＞～＜１８＞のいずれかのメイクア
ップ化粧料。
　＜２０＞成分（Ｄ）炭化水素油、シリコーン油、エステル油及び高級アルコールから選
ばれる１種以上の２５℃で液状の油剤を更に含有する＜１＞～＜１９＞のいずれかのメイ
クアップ化粧料。
　＜２１＞成分（Ｄ）の含有量が、好ましくは２０～９０質量％、より好ましく３０～８
０質量％、更に好ましくは４０～７０質量％、更に好ましくは５０～６５質量％である＜
１＞～＜２０＞のいずれかのメイクアップ化粧料。
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　＜２２＞口唇化粧料である＜１＞～＜２１＞のいずれかのメイクアップ化粧料。
【実施例】
【００４３】
　実施例１～２及び比較例１～４　液状口紅
　実施例１～２及び比較例１～４の化粧料の調製方法及び各評価方法は以下のとおりであ
る。各化粧料の組成及び評価結果を表１に示す。
【００４４】
　＜調製方法＞
　表１に示す成分１～８及び成分１０を均一に混合し溶解させ、これに成分１１～１４を
加え混練した後、成分９及び１５～１８を更に加え均一に分散させ半製品を得た。この半
製品を脱気した後、容器に充填し、各化粧料（液状口紅）を得た。
【００４５】
　＜評価方法＞
　（１）経時安定性
　各化粧料を４０℃の恒温槽に静置して６ヶ月経過後の状態を観察し、以下の基準に従い
評価した。
　（経時安定性評価基準）
　○：分離が認められない
　△：軽度の分離が認められる
　×：分離が認められる
【００４６】
　（２）塗布後のツヤ及び化粧効果持続性
　女性パネラー２０名に各化粧料を唇に塗布してもらい、塗布後のツヤ及び化粧効果持続
性について５点から１点までの５段階で採点してもらい、２０名のつけた点数の平均を各
化粧料の点数とし（小数点第二位を四捨五入）、更に以下の基準に従い評価した。
【００４７】
　（評価基準）
　○：４．０～５．０点
　△：３．０～３．９点
　×：１．０～２．９点
【００４８】
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【表１】

【００４９】
＊１：ＫＳＧ－３２０Ｚ（信越化学工業社製、２５質量％、残部はイソドデカン）
＊２：ＫＳＧ－８２０Ｚ（信越化学工業社製、２５質量％、残部はイソドデカン）
＊３：ＫＳＧ－４２（信越化学工業社製、２５質量％、残部はイソドデカン）
＊４：ＦＰＤ－６１３１（信越化学工業社製）
＊５：ＫＦ－６１００（信越化学工業社製）
＊６：エルデュウＰＳ－３０６（味の素ヘルシーサプライ社製）
＊７：シリコーンＫＦ－９６Ａ－２０ＣＳ（信越化学工業社製）
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＊８：ＡＳＩ処理黒酸化鉄（大東化成工業社製）
＊９：メタシャインＭＴ１０８０ＲＲ（日本板硝子社製）
＊１０：Ｔｉｍｉｒｏｎ　Ｇｌａｍ　Ｓｉｌｖｅｒ（メルク社製）
＊１１：Ｈｏｒｍｏ　Ｆｒｕｉｔ　Ａｐｒｉｃｏｔ/Ｎ（香栄興業社製）
【００５０】
　表１に示すように、実施例１及び２の液状口紅は、経時安定性、塗布後のツヤ及び化粧
効果持続性に優れたものであった。
【００５１】
　実施例３　スティック状口紅
【００５２】
　以下に示す組成のスティック状口紅を常法により得た。
【００５３】
　　　（成分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（質量％）
（１）パラフィン（＊１２）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４．０
（２）（エチレン／プロピレン）コポリマー　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
（３）合成炭化水素ワックス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０
（４）マイクロクリスタリンワックス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
（５）（ポリグリセリル－３／ラウリルポリジメチルシロキシエチルジメチコン）クロス
ポリマー（＊２）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６５．０
（６）ＰＥＧ－８トリフルオロプロピルジメチコンコポリマー（＊４）　　　１０．０
（７）ダイマージリノール酸（フィトステリル／イソステアリル／セチル／ステアリル／
ベヘニル）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ５．０
（８）トリ（カプリル酸／カプリン酸）グリセリル　　　　　　　　　　　　　残量
（９）赤色２０２号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      ０．１
（１０）黒酸化鉄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      ０．１
（１１）赤酸化鉄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      ０．２
（１２）酸化チタン被覆ガラス末（＊１３）　　　　　　　　　　　　　      ５．０
（１３）精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        ２．０
【００５４】
＊２：ＫＳＧ－８２０Ｚ（信越化学工業社製、２５質量％、残部はイソドデカン）
＊４：ＦＰＤ－６１３１（信越化学工業社製）
＊１２：ＨＮＰ－９（日本精鑞社製）
＊１３：メタシャインＭＴ１０８０ＲＲ（日本板硝子社製）
【００５５】
　実施例３のスティック状口紅は経時安定性、塗布後のツヤ及び化粧効果持続性に優れた
ものであった。
【００５６】
　実施例４　アイシャドウ
　以下に示す組成のアイシャドウを常法により得た。
【００５７】
　　　（成分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（質量％）
（１）（ＰＥＧ－１５／ラウリルポリジメチルシロキシエチルジメチコン）クロスポリマ
ー（＊１）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７０．０
（２）水添ポリイソブテン（＊１４）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０
（３）ＰＥＧ－８トリフルオロプロピルジメチコンコポリマー（＊４）　　　　５．０　
（４）ジカプリル酸プロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　 　残量　
（５）赤色２２６号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５
（６）黒酸化鉄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０
（７）赤酸化鉄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（８）酸化チタン被覆ガラス末（＊１５）　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０
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（９）酸化チタン被覆アルミナ（＊１６）　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０
（１０）精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
【００５８】
＊１：ＫＳＧ－３２０Ｚ（信越化学工業社製、２５質量％、残部はイソドデカン）
＊４：ＦＰＤ－６１３１（信越化学工業社製）
＊１４：パールリーム１８（日油社製）
＊１５：メタシャインＭＴ１０８０ＲＹ（日本板硝子社製）
＊１６：ＴＩＭＩＲＯＮ ＧＬＡＭ ＳＩＬＶＥＲ（メルク社製）
【００５９】
　実施例４のアイシャドウは経時安定性、塗布後のツヤ及び化粧効果持続性に優れたもの
であった。
【００６０】
　実施例５　アイライナー
　以下に示す組成のアイライナーを常法により得た。
【００６１】
　　　（成分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（質量％）
（１）イソドデカン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残量
（２）（ＰＥＧ－１５／ラウリルポリジメチルシロキシエチルジメチコン）クロスポリマ
ー（＊１）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７０．０
（３）水添ポリイソブテン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０
（４）トリメチルシロキシケイ酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０
（５）ポリグリセリル－３ジシロキサンジメチコン（＊５）　　　　　　　　　５．０
（６）黒酸化鉄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０
（７）酸化チタン被覆ガラス末（＊１７）　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０
（８）精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
【００６２】
＊１：ＫＳＧ－３２０Ｚ（信越化学工業社製、２５質量％、残部はイソドデカン）
＊５：ＫＦ－６１００（信越化学工業社製）
＊１７：メタシャインＭＴ１０８０ＲＢ（日本板硝子社製）
【００６３】
　実施例５のアイライナーは経時安定性、塗布後のツヤ及び化粧効果持続性に優れたもの
であった。
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